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１ 

幹事会 １０３ 

 

提     案 

 
 

幹事会附置委員会の設置及び委員の決定 
 
１ 提 案 者  会  長 
 
２ 議  案  (1) 幹事会附置委員会（人間及び地球研究対応委員会）の設置

(2) 幹事会附置委員会（人間及び地球研究対応委員会）の委員   
の決定 

 
3  提案理由   英国王立協会（The Royal Society）は、日本学術会議と、

IAP（インターアカデミー・パネル）、IAC（インターアカデ
ミー・カウンシル）、G8 学術会議等の国際活動を通じて、長
年にわたり強い協力関係を築いているが、この度、「人間及び

地球研究（People and the planet study）」という長期プロジ
ェクトを立ち上げた。 
本プロジェクトでは、人口に関する様々な要因が、経済、

環境、社会、及び文化等に関する観点とどのように関連する

かを、40年以上の長期にわたり調査する予定であり、本プロ
ジェクトの結果を政策決定に反映させ、その利益を社会に還

元することを目標としている。 
英国王立協会は、同プロジェクトの活動の一環として、英

国内外から広く情報及び根拠データを収集することを目指し

ており、各国の学術会議、政策立案者、非政府組織等に対し

て呼びかけを行っている（添付１）。 
本プロジェクトの重要性に鑑み、日本学術会議として以下

のとおり対応委員会を設置し、英国王立協会からの依頼に対

する回答内容を検討することは、非常に意義がある活動と考

える。 



 

人間及び地球研究対応委員会運営要綱（案） 

 
 
 
 
（設置） 
第１ 人間及び地球研究対応委員会（以下「委員会」という。）は、日本学術会議

会則第 25条に基づく委員会として幹事会に附置する。 
 
（任務） 
第２ 委員会は、英国王立協会（The Royal Society）による人間及び地球研究 
 への対応に関する事項を審議する。 
 
（組織） 
第３ 委員会は、会長の指名する副会長、会員又は連携会員をもって組織する。 
 
（設置期限） 
第４ 委員会は、平成２３年９月３０日まで置かれるものとする。 
 
（庶務） 
第５ 委員会の庶務は、事務局参事官（国際業務担当）において処理する。 
 
（雑則） 
第６ この要綱に定めるもののほか、議事の手続その他委員会の運営に関し必要な

事項は、委員会が定める。 
 
   附 則 
 この決定は、決定の日から施行する。 

平 成 2 2 年  月  日

日本学術会議第１０3回幹事会決定



幹事会附置委員会の設置について 
 
 
委員会等名： 人間及び地球研究対応委員会 

 

１ 所属委員会名 
（複数の場合

は、主体とな

る委員会に○

印を付ける。） 

幹事会 
 

２ 委員の構成 会長の指名する副会長、会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的 英国王立協会が新たに設置した長期プロジェクト「人間及

び地球研究 (People and the planet study）」は、地球規模
での問題のうち、人口と、経済、環境、社会及び文化等との

相互作用を 40年以上にわたり調査するものであり、その結
果を今後の政策決定やより良い社会作りに反映させるとい

う重大な意義を有するものである。 
そのため、日本学術会議でも、上記プロジェクトに積極的

に協力し、英国王立協会からの依頼に対する回答内容を検討

し、同組織に返答することで世界の繁栄に貢献することを目

的とする。 
 

４ 審 議 事 項 ○英国王立協会から寄せられた情報提供依頼に対し、日本学
術会議としての回答内容を検討する。 

５ 設 置 期 間 時限設置 平成２２年８月２６日～平成２３年９月３０日 

６ 備 考  

   
 
 



 
○ 設置及び委員の決定（1件） 
 
（人間及び地球研究対応委員会） 
 

氏  名 所属 ・ 職名 備 考 

鈴村 興太郎 早稲田大学政治経済学術院教授 
副会長 
第 1部会員 

津谷 典子 慶應義塾大学経済学部教授 第 1部会員 

岸 玲子 
北海道大学環境健康科学研究教育センター

長・特任教授 
第 2部会員 

長谷川 眞理子 総合研究大学院大学教授 連携会員 

丹保 憲仁 北海道立総合研究機構理事長 連携会員 

 



 

 

 

 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

 

 

 

添付１



 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付１
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添付１

http://royalsociety.org/page.asp?id=1140


 

２ 

幹事会 １０３

提  案 
 

 

 

持続可能な長寿社会に資する学術コミュニティーの構築委員会における 
分科会委員の決定について 

 

 

１ 提案者  第一部部長 

 

２ 議  案   標記について、下記のとおり決定すること。 

 

３ 提案理由 持続可能な長寿社会に資する学術コミュニティーの構築委員会

における分科会委員を決定するため。 

 

 

記 

 

○ 委員の決定（追加１件） 

 

（ 持続可能な長寿社会に資する学術コミュニティーの構築委員会ジェロント

ロジー教育分科会 ） 

氏 名 所属・職名 備 考 

中野 いく子 東海大学健康科学部教授・健康科学部長 連携会員 

 



 

３ 

幹事会 １０３

提  案 
 

 

社会のための学術としての「知の統合」推進委員会委員の 

決定について 

 

 

１ 提案者  第一部部長、第二部部長、第三部部長 

 

２ 議  案   標記について、下記のとおり決定すること。 

 

３ 提案理由 社会のための学術としての「知の統合」推進委員会委員を決定

するため。 

 

 

記 

 

○ 委員の決定（新規１件） 

 

（ 社会のための学術としての「知の統合」推進委員会 ） 

 氏   名    所  属  ・  職  名  備  考 推薦部 

野家 啓一 東北大学理事・附属図書館長・大学院文

学研究科教授 

第一部会員 第一部 

青柳 正規 国立西洋美術館館長 第一部会員 第一部 

苧阪 直行 京都大学特任教授 第一部会員 第一部 

林 良博 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 第二部会員 第二部 

本庶 佑 京都大学医学研究科特任教授 第二部会員 第二部 

中西 友子 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 連携会員 第二部 

福田 裕穂 東京大学大学院理学系研究科教授 連携会員 第二部 

矢川 元基 東洋大学計算力学研究センター長・教授 第三部会員 第三部 

笠木 伸英 東京大学大学院工学系研究科教授 第三部会員 第三部 

吉川 弘之 科学技術振興機構研究開発戦略センター

長 

連携会員 第三部 



 

舘 暲 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研

究科教授 

連携会員 第三部 

萩原 一郎 東京工業大学理工学研究科教授 連携会員 第三部 

原 辰次 東京大学大学院情報理工学系研究科教授 連携会員 第三部 

安達 淳 情報・システム研究機構国立情報学研究

所教授 

連携会員 第三部 

 

 



 
 
 

提       案 

 

第１７回ウ・タント記念講演の開催について 

 

 

提案者     会 長 

 

議 案     標記について、下記のとおり開催すること。 

 

 

記 

 

 

１．主 催  ：国連大学、日本学術会議 

 

２．日 時 ：平成 22 年 9 月 7 日（火）10 時 00 分～11 時 30 分(予定) 

 

３．場 所 ：国連大学本部ビル 

 

４．講演者 ：ラファエル・コレア エクアドル大統領 
 
５．テーマ   ：環境とラテンアメリカ地域（予定） 
 
 
＜参考＞ 
 ウ・タント記念講演について 
   ウ・タント記念講演は、ウ・タント元国連事務総長（1961-1971）にちなんで名

付けられた講演シリーズで、世界各地から各界の有識者や指導者を招き、２１世

紀に世界が直面する問題の解決に向けて国際的知識と叡智の交流の場として、国

連大学、国連大学高等研究所及び日本学術会議との共催により実施している。過

去、マハティール・マレーシア元首相、クリントン、カーター元米大統領、シリ

ン・エバディ氏などのノーベル賞受賞者などが講演を行った。 

 
  

４ 

幹事会 １０３ 



 
 

５ 

幹事会 １０３

提   案 
 

 

第 25 回環境工学連合講演会の開催について 

 

１．提案者：土木工学・建築学委員会委員長  
 

２．議 案：標記シンポジウムを下記のとおり開催すること。 

 

記 

 
１．主 催：土木工学・建築学委員会  

 

２．共 催：(社)化学工学会、(社)環境科学会、環境資源工学会、(社)空気調

和・衛生工学会、(社)高分子学会、(社)資源・素材学会、(社)地

盤工学会、静電気学会、(社)大気環境学会、○(社)土木学会、(社)

日本化学会、(社)日本機械学会、(社)日本建築学会、(社)日本水

道協会、(社)日本セラミックス協会、日本太陽エネルギー学会、

(社)日本鉄鋼協会、(社)日本土壌肥料学会、(社)日本分析化学会、

(社)日本水環境学会、日本リスク研究学会、(社)日本冷凍空調学

会、（一般社団）廃棄物資源循環学会 （全て予定） 

 

３．日 時：平成 23 年 4 月中旬の 2日間を予定 

 

４．場 所： 日本学術会議講堂 

 

５．開催趣旨： 環境に関連する各学協会が有機的に連携を取り、環境問題への

科学的・工学的アプローチはもとより、社会科学的資源をも含

めた新たな枠組みを構築すること目的とする。 

 

６．次 第： 

挨拶：嘉門雅史（土木工学・建築学委員会幹事）（予定） 

 特別講演：濱田政則（土木工学・建築学委員会委員長）（予定） 

 

７．関係部の承認の有無：第三部承認 



 
 

 

８．申し込み方法・連絡先 

 連絡先：160-0004 東京都新宿区四谷一丁目無番地 

(社)土木学会 研究事業課 二瓶貞洋 

TEL:03-3355-3559 FAX:03-5379-2769 E-mail:snihei@jsce.or.jp 
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